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～単純集計結果～



１（１） 自治会（町内会）の文書化された規約
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１（２）会計年度
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4月～翌年3月 1月～12月 その他
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１（３）現在の自治会長の年齢
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30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 4
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１（４）現在の自治会長の性別

141

1

男性 女性 5

★ ★



１（５）自治会長の職業
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8
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無職 会社員 団体職員 公務員 自営業 農林漁業 その他
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１（６）規約等に定められた自治会長の任期
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1年 2年 3～4年 決まっていない その他 7



１（７）規約等に定められた自治会長の再任等の取扱い
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28

再任は認めない

再任は妨げない（回数または年限も妨げない）

再任は妨げないが回数または年数に制限がある 8



１（８）自治会長の選出方法
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輪番制・当番制

選挙

選挙（ただし、実際は事前に話し合いを行っている）

くじ引き

構成員全員による話し合い

役員会や選考委員会等による選出

決まっていない

その他
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１（９）自治会長の報酬（会議手当は除く）の有無及び金額
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3

10,000円～30,000円 30,001円～50,000円

50,001円～80,000円 80,001円～100,000円

100,001円～ 回答なし
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１（10）自治会長（充て職も含む）として会議や話し合いへの出席（月平均）
＊自治会内だけでなく、市やふるさと創造会議などで行われる会議も含む
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5回以下 6～10回 11～15回 16～20回 21回以上 11
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２（１）自治会内の各活動内容
＊主催者が自治会の場合だけでなく、自治会内の団体等が主催の場合も含む
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

①自治会内の防犯活動・子ども見守り活動

②自治会内の防災活動・防火活動

③高齢者への声かけ・訪問・見守り活動

④自治会単位のふれあい喫茶活動（協議会単位…

⑤ふれあい喫茶以外の地域福祉活動（介護予防…

⑥健康づくり・スポーツ・レクリエーション

⑦自治会内の清掃・草刈り・ごみ拾い・美化活動

⑧買物支援、移動支援

⑨神社の祭り等の自治会内の文化・伝統行事

⑩地域課題の解決を目的とした研修や取り組み

活動している 隣接する自治会等と共同で活動している 活動していない
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２（２）自治会を単位とした各組織の設立状況
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

①財産区（生産森林組合等）

②農会（自治会内に複数ある場合も含む）

③法人化された営農組織（農事組合法人等）

④法人化されていない営農組織、機械利用組合等

⑤福祉活動を目的とした組織

⑥自主防災組織

⑦移動困難者支援や買い物弱者支援組織

⑧スポーツ活動を目的とした組織

⑨老人会・高年クラブ 等

⑩婦人会・女性会 等

⑪若者会・青年会・中年会 等

⑫子ども会 等

⑬消防団

設立されている かつては設立されていた

設立を計画・検討している 設立された経緯はない 13

★★★



２（５）自治会の課題
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

役員のなり手が少ない

役員の負担が大きい

住民の負担が大きい

意見の調整が難しい

未加入世帯が増加している

活動の参加者が少ない

活動が硬直化している

予算が少ない

行政からの依頼事項が多い

その他

なし

14

★★★



２（６）自治会の課題に対応し、今後も自治会の機能・活動を
継続していく上で、必要と思われるもの
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自治会間の相互協力（自治会の再編も含む）

自治会昨日の整理・縮小

ふるさと創造会議との連携・補完

ふるさと創造会議による機能の代替

行政からのさらなる支援・補助

行政による機能の代替

その他

自治会機能
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２（７）自治会に対する世帯あたりの負担金
（共同募金等、他団体の負担金を除く）
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自治会費

～10,000円

10,001円～15,000円

15,001円～20,000円

20,001円～30,000円

30,001円～
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～10,000円

10,001円～15,000円

15,001円～20,000円

20,001円～30,000円

30,001円～
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1年以上居住していない世帯に対する

自治会費

～10,000円

10,001円～15,000円

15,001円～20,000円

20,001円～30,000円

30,001円～ 16



２（８）自治会に所属する世帯への出役
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0 20 40 60 80 100 120 140

集会所・グランド等の管理（草刈りを含める）

道路・河川の管理（草刈り等）

水路・側溝の管理

神社・文化財の管理

その他
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３（１）世帯の属性
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アパート・マンション・集合住宅居住の世帯
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自治会に加入していない世帯数
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３（２）自治会内の空き家の把握状況
＊ここでいう「空き家」とは、恒常的に誰も住んでいない家のこと
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14

126

空き家が存在しているかどうかわからない

空き家は存在しているが軒数は把握していない

空き家の軒数はおおよそ把握している

★
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３（３）自治会における地域の雰囲気
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80
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3

とてもいい雰囲気 おおむねいい雰囲気

どちらでもない・ふつう どちらかというと雰囲気はよくない 20

★★



３（４）設立されたふるさと創造会議についての見解
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62

27

32

4
4

ふるさと創造会議はとても重要な存在である ふるさと創造会議の存在意義はある

ふるさと創造会議のことがよくわからない ふるさと創造会議の存在意義が見いだせない

ふるさと創造会議はない方がよい その他

★
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３（５）自治会からふるさと創造会議への役員・部員等の選出
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

自治会から選出はない

自治会の役職から充て職として選出している

自治会で話し合って選出している

自治会内の輪番制で選出している

住民が自主的にふるさと創造会議に関わっている
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★ ★



３（６）自治会とふるさと創造会議との関係
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

自治会とふるさと創造会議は相互に助け合う関係にある

自治会はふるさと創造会議に協力する関係にある

自治会はふるさと創造会議から依頼があれば関わってい

る

ふるさと創造会議には、自治会としてではなく、世帯・

個人単位で関わっている

自治会として、ふるさと創造会議組織とは関わりがない

その他
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ありがとうございました
作野広和（島根大学教育学部）

0852-32-6107

hsakuno@edu.shimane-u.ac.jp

https://www.edu.shimane-
u.ac.jp/staff/staff23.html

加西市
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